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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　石油処理装置の表面を不動態化させるための方法であって、
　第一の混合物を前記表面に、少なくとも１００℃の温度で塗布するステップと、
　前記第一の混合物を塗布した後に、第二の混合物を少なくとも１００℃の温度で塗布す
るステップと、
　を含み、
　前記第一の混合物が、錯体のポリリン酸塩層を形成する酸性リン酸エステルを含み、前
記第二の混合物が、ジルコニウム、チタン、バナジウム、クロム、ニオブ、モリブデン、
ハフニウム、タンタル、タングステン、およびそれらの各種組合せからなるリストより選
択される金属の、カルボン酸塩、スルホン酸塩、およびそれらの各種組合せからなるリス
トより選択される金属塩を含む、方法。
【請求項２】
　前記第一の混合物が、キャリヤオイルをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記金属塩が、オクタン酸ジルコニウム、オクタン酸チタン、オクタン酸バナジウム、
オクタン酸クロム、オクタン酸ニオブ、オクタン酸モリブデン、オクタン酸ハフニウム、
オクタン酸タンタル、オクタン酸タングステン、およびそれらの各種組合せからなるリス
トより選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記第一の混合物および第二の混合物の少なくとも一方の追加の量を、交互に塗布する
ステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記不動態化された表面の存在下に、石油物質処理工程から生じるファウリング物質の
誘発時間よりも短い時間で、前記石油物質処理工程を実施するステップをさらに含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　石油処理装置の表面を不動態化させるための方法であって、
　前記表面に対してリン酸エステル処理を適用するステップと、
　ポリリン酸塩を金属塩と反応させることによって、前記表面上におけるポリリン酸塩の
量を減少するステップと、
　を含み、
　前記金属塩が、ジルコニウム、チタン、バナジウム、クロム、ニオブ、モリブデン、ハ
フニウム、タンタル、タングステン、およびそれらの各種組合せからなるリストより選択
される金属の、カルボン酸塩、スルホン酸塩、およびそれらの各種組合せからなるリスト
より選択される塩である方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の引用）
　なし。
【０００２】
（連邦政府資金提供研究開発に関する記載）
　該当せず。
【０００３】
　本発明は、各種の工業処理工程装置を不動態化させるための物質の組成、およびそれら
を使用する方法に関し、特に、石油処理装置におけるファウリング物質の堆積を抑制する
のに特に有効であることが見出されたある種の組成物に関する。
【背景技術】
【０００４】
　「不動態化（ｐａｓｓｉｖａｔｉｏｎ）」とは、ある物質を、他のある物質に対して、
それら二つの物質を共に使用する前に「不動態（ｐａｓｓｉｖｅ）」（非反応性）とする
プロセスである。不動態化のいくつかの例が、米国特許第４，０２４，０５０号明細書、
米国特許第３，５２２，０９３号明細書、米国特許第６，２２８，２５３号明細書、ＡＳ
ＴＭ　Ａ－９６７、およびＡＳＴＭ　Ａ－３８０に記載されている。石油処理装置（ｐｅ
ｔｒｏｌｅｕｍ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）において、装置を不動態
化させるための一つの一般的な方法は、リン酸塩（ｐｈｏｓｐｈａｔｅ）不動態化である
。リン酸塩不動態化には、装置の表面を、石油物質と装置の壁面との間の反応を防止する
リン酸塩の層を用いて被覆することが含まれる。リン酸塩不動態化の２種の公知の方法は
、アミン中和リン酸エステル処理（ａｍｉｎｅ　ｎｅｕｔｒａｌｉｚｅｄ　ｐｈｏｓｐｈ
ａｔｅ　ｅｓｔｅｒ　ｔｒｅａｔｍｅｎｔ）および酸性リン酸エステル処理（ａｃｉｄ　
ｐｈｏｓｐｈａｔｅ　ｅｓｔｅｒ　ｔｒｅａｔｍｅｎｔ）であって、たとえば、以下の文
献に記載されている：「コンパラティブ・キャラクタリスティックス・オブ・ホスフェー
ト－コンテイニング・インヒビターズ・フォア・ニュートラル・メディア（Ｃｏｍｐａｒ
ａｔｉｖｅ　ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓ　ｏｆ　ｐｈｏｓｐｈａｔｅ－ｃｏｎｔａ
ｉｎｉｎｇ　ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｓ　ｆｏｒ　ｎｅｕｔｒａｌ　ｍｅｄｉａ）」、ＶＦ　
ソロチェンコ（ＶＦ　Ｓｏｒｏｃｈｅｎｋｏ）ら，ポリテク・インスチ・キエフ・ウクラ
イナ（Ｐｏｌｉｔｅｋｈ．Ｉｎｓｔ．，Ｋｉｅｖ，Ｕｋｒａｉｎｅ），ネフテペレラボツ
カ・イ・ネフテキミヤ（キエフ）（Ｎｅｆｔｅｐｅｒｅｒａｂｏｔｋａ　ｉ　Ｎｅｆｔｅ
ｋｈｉｍｉｙａ（Ｋｉｅｖ））（１９９３），第４４巻、第８２～８９頁（出版社：ナウ
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コーバ・デュムカ（Ｎａｕｋｏｖａ　Ｄｕｍｋａ））；および「ストリーム・アナリシス
・フェイリャー・アナリシス・アンド・ラボラトリー・テスツ・ショウ・エフェクト・オ
ブ・ハイドロゲン・スルフィド・アンド・ホスホラス－ベースド・インヒビターズ（Ｓｔ
ｒｅａｍ　ａｎａｌｙｓｉｓ，　ｆａｉｌｕｒｅ　ａｎａｌｙｓｉｓ　ａｎｄ　ｌａｂｏ
ｒａｔｏｒｙ　ｔｅｓｔｓ　ｓｈｏｗ　ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　ｈｙｄｒｏｇｅｎ　ｓｕｌ
ｆｉｄｅ　ａｎｄ　ｐｈｏｓｐｈｏｒｏｕｓ－ｂａｓｅｄ　ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｓ）」、
ババイアン－キバラ（Ｂａｂａｉａｎ－Ｋｉｂａｌａ）ら，フューエル・リフォーミュレ
ーション（Ｆｕｅｌ　Ｒｅｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ）（１９９４）、第４巻（１）、第４
３～４８頁。これらの方法はいずれも、鉄リン酸塩皮膜を作り出しはするものの、いずれ
もが欠点を有している。アミン中和リン酸エステル処理は、薄い膜を作るが、残念ながら
それは、急速に劣化する。酸性リン酸エステル処理では、反応性のポリリン酸塩皮膜が得
られる可能性はあるが、それが石油物質の中のナトリウムおよびカルシウムイオンと反応
して、望ましくないコークスの形成を促進する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第４，０２４，０５０号明細書
【特許文献２】米国特許第３，５２２，０９３号明細書
【特許文献３】米国特許第６，２２８，２５３号明細書
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】ＶＦ　ソロチェンコ（ＶＦ　Ｓｏｒｏｃｈｅｎｋｏ）ら、「コンパラテ
ィブ・キャラクタリスティックス・オブ・ホスフェート－コンテイニング・インヒビター
ズ・フォア・ニュートラル・メディア（Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅ　ｃｈａｒａｃｔｅｒｉ
ｓｔｉｃｓ　ｏｆ　ｐｈｏｓｐｈａｔｅ－ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｓ
　ｆｏｒ　ｎｅｕｔｒａｌ　ｍｅｄｉａ）」、ポリテク・インスチ・キエフ・ウクライナ
（Ｐｏｌｉｔｅｋｈ．Ｉｎｓｔ．，Ｋｉｅｖ，Ｕｋｒａｉｎｅ）、ネフテペレラボツカ・
イ・ネフテキミヤ（キエフ）（Ｎｅｆｔｅｐｅｒｅｒａｂｏｔｋａ　ｉ　Ｎｅｆｔｅｋｈ
ｉｍｉｙａ（Ｋｉｅｖ））（１９９３）、第４４巻、第８２～８９頁（出版社：ナウコー
バ・デュムカ（Ｎａｕｋｏｖａ　Ｄｕｍｋａ））
【非特許文献２】ババイアン－キバラ（Ｂａｂａｉａｎ－Ｋｉｂａｌａ）ら、「ストリー
ム・アナリシス・フェイリャー・アナリシス・アンド・ラボラトリー・テスツ・ショウ・
エフェクト・オブ・ハイドロゲン・スルフィド・アンド・ホスホラス－ベースド・インヒ
ビターズ（Ｓｔｒｅａｍ　ａｎａｌｙｓｉｓ，　ｆａｉｌｕｒｅ　ａｎａｌｙｓｉｓ　ａ
ｎｄ　ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　ｔｅｓｔｓ　ｓｈｏｗ　ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　ｈｙｄｒｏ
ｇｅｎ　ｓｕｌｆｉｄｅ　ａｎｄ　ｐｈｏｓｐｈｏｒｏｕｓ－ｂａｓｅｄ　ｉｎｈｉｂｉ
ｔｏｒｓ）」、フューエル・リフォーミュレーション（Ｆｕｅｌ　Ｒｅｆｏｒｍｕｌａｔ
ｉｏｎ）（１９９４）、第４巻（１）、第４３～４８頁
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、石油物質を精製処理するのに使用される工業処理工程装置を不動態化させ
る、改良された方法の必要性と有用性が明らかに存在している。このセクションに記載さ
れている技術は、特に断らない限り、本明細書に引用されたいかなる特許、刊行物または
その他の情報も、本発明に関連しては「従来技術」であるということの承認を構成しよう
としているものではない。さらに、このセクションで、研究が実施されていたとか、３７
ＣＦＲ、§１．５６（ａ）に規定されたような他の関連性がある情報がまったく存在して
いないとかを意味すると受け取ってはならない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明の少なくとも一つの実施形態は、石油処理装置の表面を不動態化させるための方
法を目的としている。その方法は、第一の混合物をその表面に、少なくとも１００℃の温
度で塗布するステップと、その第一の混合物を塗布した後に、第二の混合物を少なくとも
１００℃の温度で塗布するステップとを含んでいる。その第一の混合物には、錯体の鉄リ
ン酸塩層を形成する、酸性リン酸エステルを含んでいる。その第二の混合物には、金属塩
を含んでいる。両方の混合物の塗布には、不活性なキャリヤオイルが必要である。その金
属塩は、カルボン酸塩、スルホン酸塩、およびそれらの各種組合せからなるリストより選
択されてもよい。その金属塩は、オクタン酸ジルコニウム、オクタン酸チタン、オクタン
酸バナジウム、オクタン酸クロム、オクタン酸ニオブ、オクタン酸モリブデン、オクタン
酸ハフニウム、オクタン酸タンタル、オクタン酸タングステン、およびそれらの各種組合
せからなるリストから選択されてもよい。その金属塩には、ジルコニウム、チタン、バナ
ジウム、クロム、ニオブ、モリブデン、ハフニウム、タンタル、タングステン、およびそ
れらの各種組合せからなるリストより選択される金属が含まれていてもよい。その方法に
はさらに、その第一の混合物と第二の混合物の少なくとも一方の追加の量を交互に（ａｌ
ｔｅｒｎａｔｉｎｇｌｙ）塗布するステップが含まれていてもよい。その方法はさらに、
不動態化された表面の存在下で、石油物質処理工程（ｐｅｔｒｏｌｅｕｍ　ｍａｔｅｒｉ
ａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓ）から生じるファウリング物質の誘発時間よりも短い時間で、石油
物質処理を実施するステップが含まれていてもよい。
【０００９】
　本発明の少なくとも一つの実施形態は、表面に対してリン酸エステル処理を行うステッ
プと、ポリリン酸塩を金属塩と反応させることによってその表面上でのポリリン酸塩の存
在を抑制するステップとを含む石油処理装置の表面を不動態化する方法に関する。
【００１０】
　以後、図面を具体的に参照しながら、発明の詳細な説明を記述する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の方法および装置がその中で使用された反応のシビアリティを計算するた
めに使用された因子を示すプロットグラフである。
【図２】本発明の方法および装置がその中で使用された各種の反応のシビアリティで起き
るファウリングを示すプロットグラフである。
【図３】本発明の方法および装置、ならびに従来技術の方法がもたらす、ファウリング物
質の抑制の程度を示す棒グラフである。
【図４Ａ】一つの本発明の方法および装置、ならびに一つの従来技術の方法がもたらす、
ファウリング物質の抑制の程度を示す棒グラフである。
【図４Ｂ】一つの本発明の方法および装置、ならびに一つの従来技術の方法がもたらす、
ファウリング物質の抑制の程度を示す棒グラフである。
【図５】本発明の方法および装置ならびに従来技術の方法の両方の、各種の反応シビアリ
ティで起きるファウリングを示すプロットグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　この出願の目的のために、これらの用語の定義は、以下のとおりである。
【００１３】
　「ファウリング物質（ｆｏｕｌａｎｔ）」という用語は、製造および／または化学的工
程の運転の間に、装置に蓄積する物質堆積（ｍａｔｅｒｉａｌ　ｄｅｐｏｓｉｔ）を意味
しており、これは望ましいものではなく、また前記工程のコストおよび／または効率を損
なう可能性があり、アスファルテンおよびコークスを含むが、これらに限定される訳では
ない。
【００１４】
　「不動態化（ｐａｓｓｉｖａｔｉｏｎ）」という用語は、二つの物質を共に使用する場
合に、それら二つの物質の内の少なくとも一方を、それらが実質的に相互に対する反応性
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が低下する程度にまで清浄化（ｃｌｅａｎｉｎｇ）および／またはコーティングすること
によって、それらの間の反応を防止することを意味している。
【００１５】
　「石油物質（ｐｅｔｒｏｌｅｕｍ　ｍａｔｅｒｉａｌ）」という用語は、石油、石油留
分（残油、および／または原油を含む）などを意味している。
【００１６】
　「石油処理装置（ｐｅｔｒｏｌｅｕｍ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）
」という用語は、石油物質を精製、貯蔵、輸送、分留またはその他の加工をするために使
用される装置を意味しており、たとえば燃焼加熱器、熱交換器、チューブ、パイプ、伝熱
槽、プロセス槽、およびタンクなどが挙げられるが、これらに限定される訳ではない。
【００１７】
　「石油物質処理工程（ｐｅｔｒｏｌｅｕｍ　ｍａｔｅｒｉａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓ）」と
いう用語は、石油物質について実施される工業処理工程を意味していて、たとえば精製、
貯蔵、輸送、分留、またはその他石油物質に工業的に影響を与える処理工程などが挙げら
れるが、これらに限定される訳ではない。
【００１８】
　上述の定義または、本明細書の他の部分で記述された定義が、一般的に使用されたり、
辞書にあったり、あるいは本明細書に援用された情報源に記述されていたりする意味合い
と（明示的または暗示的に）矛盾するような場合には、本明細書および特に特許請求項に
おける用語は、本明細書における定義に従うものであって、一般的な定義、辞書の定義、
あるいは援用された定義には従わない、と理解されたい。
【００１９】
　少なくとも一つの実施形態において、変性金属リン酸塩皮膜を用いて被覆することによ
って、石油処理装置の表面を不動態化させる。その変性金属リン酸塩皮膜は、堆積するコ
ークス、アスファルテン、またはその他のファウリング物質からのファウリングを防止す
る。その変性金属リン酸塩皮膜は、２段階の処理工程で生成される。不動態化処理工程の
第一の部分において、第一の混合物を用い、高温で、その石油処理装置の表面を処理する
。その第一の混合物には、キャリヤオイル中に希釈された酸性リン酸エステルが含まれて
いて、それが、金属処理壁の表面と錯体層を形成し、それには、鉄ポリリン酸塩群が含ま
れる。この錯体層が、装置の表面を覆う。第一段階が完了してから、第二の混合物を適用
する。
【００２０】
　第一の混合物の後、その石油処理装置の表面を、第二の混合物を用い、高温で処理する
。その第二の混合物には、キャリヤオイル中に希釈した金属塩が含まれる。少なくとも一
つの実施形態においては、その金属塩は、カルボン酸塩、スルホン酸塩、およびそれらの
各種組合せからなるリストから選択されるものである。その塩の中の金属が、ポリリン酸
塩と反応すると、金属リン酸塩皮膜が形成される。第一の混合物と第二の混合物とを交互
に繰り返して塗布することを、その金属被膜の厚みを所望のレベルにまで上げるために用
いることが可能である。少なくとも一つの実施形態においては、その第二の混合物には、
オクタン酸ジルコニウム、オクタン酸チタン、オクタン酸バナジウム、オクタン酸クロム
、オクタン酸ニオブ、オクタン酸モリブデン、オクタン酸ハフニウム、オクタン酸タンタ
ル、オクタン酸タングステン、およびそれらの各種組合せからなるリストから選択される
、金属カルボン酸塩が含まれる。少なくとも一つの実施形態において、その高温とは、２
５０℃以上である。
【００２１】
　少なくとも一つの実施形態において、そうして得られた金属リン酸塩皮膜には、金属リ
ン酸塩と金属酸化物の両方が含まれる。理論に拘束されるものではないが、その第一ステ
ップがポリリン酸塩を生成し、次いでそれが第二ステップにおいてさらなる反応をすると
考えられる。塗布された金属塩が、金属リン酸塩と金属酸化物との両方を形成し、石油物
質の中のカチオンと反応することが可能なポリリン酸塩の量を著しく減少させる。その結
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果、厚く、かつ石油物質を汚染しない被膜を生成する。
【００２２】
　変性金属リン酸塩皮膜は、その石油処理装置にいくつもの利点を付与する。装置の壁面
と石油物質との間の相互作用を抑制することによって、腐食および汚染が顕著に抑制され
る。それに加えて、ファウリング物質が被膜に粘着しないので、それによって、プロセス
フローにおける障害（ｏｂｓｔｒｕｃｔｉｏｎ）および閉塞（ｂｌｏｃｋａｇｅ）が防止
される。さらに、ファウリング物質の蓄積を防ぐことによって、剥離処理工程および化学
的分散を、より効率的に実施することができる。
【実施例】
【００２３】
　本発明の実施形態および有用性を記述するために以下の実施例を提供するが、これらは
、請求項において特に断らない限り、本発明を限定することを意味するものではない。
【００２４】
［方法］
　反応器の中に、複数の金属製メッシュの反応器挿入物を置いた。これらの金属製挿入物
は、工業的石油処理装置の金属表面を模したものであった。それらの挿入物は、２段階の
処理工程に従って塗布した変性金属リン酸塩皮膜を有していた。次いで、その反応器の中
で、熱分解反応を実施して、工業的石油処理装置の中に存在しているであろう雰囲気を模
した。次いでそれらの挿入物を、反応器から取り出し、極性を上げながら複数の溶媒を用
いて洗浄した。次いで、（各種の）硬質コークスファウリング堆積物の残存堆積物を測定
した。
【００２５】
　本発明が適用できる環境は種々想定できるので、熱分解反応のシビアリティ（ｓｅｖｅ
ｒｉｔｙ）を定量化するための方法を実施した。その定量化は、文献値から採用した平均
活性化エネルギおよび前頻度因子（ｐｒｅ－ｅｘｐｏｎｅｎｔｉａｌ　ｆａｃｔｏｒ）を
仮定することによって、アレニウスの法則を用いて実施した。反応速度定数は、クラッキ
ング温度（４１０℃）におけるそれぞれの時間セグメント（二次）について求めた。反応
速度定数を合計したものを使用して、熱分解反応のシビアリティを測定したが、それは、
特定の反応の特定のパラメータに依存する。
【００２６】
　図１は、特定の熱分解実験の温度と圧力の進行を説明するグラフである。反応における
条件は一定、かつ再現性のあるものであって、特定のシビアリティに相関付けることがで
きる。その結果、ファウリング物質とシビアリティとの直接的な関係を得ることができた
。図２は、特定の熱分解反応の各種のシビアリティの場合に、１～３０の間のシビアリテ
ィで起きるファウリングの程度を示している。
【００２７】
［データ］
　１６のシビアリティで、複数のリン酸塩不動態化法を実施した。このレベルのシビアリ
ティは、明確に効果を示すには十分に過酷であるものの、リン酸塩不動態化を圧倒する程
には過酷ではないというものである。それらの結果を図３に示す。従来技術のリン酸エス
テル、たとえばアミン中和アルキルリン酸エステルおよび非中和アルキルリン酸エステル
がいずれも、ファウリング堆積物において３０％の低下を与えるのに対して、金属塩を含
む混合物を有する第二ステップを使用することによって、ファウリング堆積物において３
０％を超える低下が得られる。その金属塩がＴｉを含んでいると、その低下が３４％であ
り、その金属塩がＺｒを含んでいると、その低下が４５％であった。
【００２８】
　図４Ａは、１３のシビアリティで実施したリン酸塩不動態化法を示している。このシビ
アリティでは、Ｚｒ金属塩を使用した本発明の２段ステップ不動態化が、従来技術の酸性
リン酸エステル法よりも２倍の効果があった。図４Ｂは、２段ステップ不動態化法を使用
すると、残存表面堆積物がさらに抑制されることを示している。やや低いシビアリティ（
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３９０℃、４０分間）で実施したにもかかわらず、ブランクの条件に比較して、表面堆積
に９７％の抑制がある。
【００２９】
　図５は、複数のシビアリティにわたって、Ｚｒ金属塩を用いた本発明の２段ステップ不
動態化法を、未処理の表面を用いた酸性リン酸エステル法と比較したものを示している。
それらのデータから、二つのことが明らかとなった。第一に、本発明の２段ステップ法は
、シビアリティのいかんに関わらず、一定してファウリングが少ないという結果となる。
第二に、本発明の２段ステップ法が、ファウリング物質の反応の誘発時間を増大させる。
その結果として、本発明の２段ステップ法によって不動態化させた装置内での反応では、
延長された誘発時間よりも短い時間で反応させれば、ファウリング物質が実質的に生成し
えない。
【００３０】
　本発明は、各種多くの形態で実施してよいが、本発明の特定の好ましい実施形態を、本
明細書における図面で示し、詳細に説明している。本発明の開示は、本発明の原理を例示
したものであって、本発明を、例示したそれら特定の実施形態に限定することを意図して
いるものではない。本明細書において言及した、全ての特許、特許出願、学術文献、およ
びその他の引用物は、それらの全てが援用される。さらに、本発明は、本明細書に記載お
よび本明細書に援用された各種の実施形態のいくつかまたは全部の、すべて可能な組合せ
を包含する。
【００３１】
　本明細書に開示された全ての範囲およびパラメータには、その中に包含されたいずれか
または全部のサブレンジ、およびエンドポイント間のすべての数が包含されているものと
理解されたい。たとえば、「１～１０」と記された範囲は、最小値１と最大値１０との間
（両端も含む）のいかなるサブレンジや全てのサブレンジ；すなわち、１以上の最小値で
始まるすべてのサブレンジ（たとえば、１～６．１）、１０以下の最大値で終わるサブレ
ンジ（たとえば、２．３～９．４、３～８、４～７）、そして最後に、その範囲の中に含
まれるそれぞれの数値１、２、３、４、５、６、７、８、９、および１０を含んでいると
考えるべきである。
【００３２】
　上述の開示は、例示であって、すべてを網羅している訳ではない。本明細書の記述は、
当業者には、多くの変形形態および代替物を示唆することであろう。それらすべての代替
物および変形形態は、請求項の範囲内に含まれると考えており、請求項においては、「含
む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語は、「含むが、それらに限定されている訳では
ない」ということを意味している。当業者ならば、本明細書に記載された特定の実施形態
に対する他の等価物を認知することができようが、それらの等価物もまた、特許請求項に
包含されているものとする。
【００３３】
　このことにより、本発明の好ましい、そして代替の実施形態の記述が全うされる。当業
者ならば、本明細書に記載された特定の実施形態に対する他の等価物を認知することがで
きようが、それらの等価物も、本明細書に添付された請求項に包含されているものとする
。
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